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要旨:本 研究の目的は、子 どもの登園における保育者の配慮を明らかにすることである。そのた

め、オートエスノグラフィーの手法を用いて元保育者の保育実践を言語化 し、SCATの 手法で分

析を行 った。その結果、登園時の配慮を構成する要素 として、①保育者は 「場の変化による不安

定な時間」「集中に適 した時問」 という朝の捉え方を していること、②子 ども理解に基づ く環境

構成が重視 され、それらは常に担任が子どもの様子を把握 しやすい園のシステムによって裏打ち

されていること、③登園時の不安定 さを緩和するために、継続 した遊びへの期待を持てるような

配慮を行 うことの3点が浮かび上がった。
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1.は じめに

(1)「 登園における配慮」に着目する意義

子 どもにとって保育所や幼稚園(以 下、「園」 と記す)は 、家庭 と同じく重要 な生活の場であ

る。 しかし、家と園は生活の流れやルール、 コミュニケーションの方法など様々な点で異なった

性質を持つ社会であり(藤 崎、1991)、 子どもたちは毎 日登園のたびに小さな 「移行体験」をし

ていると捉えられる。そのため保育者には、一 日の園生活がスムーズに始められるような配慮が

求められる。幼稚園教育要領(文 部科学省、2008)に 「幼児の行 う具体的な活動は、生活の流れ

の中で様々に変化するものであることに留意 し、幼児が望ましい方向に向かって自ら活動を展開

してい くことができるよう必要な援助をすること」「特に週、日などの短期の指導計画について

は、幼児の生活の リズムに配慮 し、幼児の意識や興味の連続性のある活動が相互に関連 して幼稚

園生活の自然な流れの中に組み込まれるようにすること」 とあるように、子どもの生活の リズム

や流れが、子 どもの興味や関心に沿 った形で園の生活の流れに調和 していくようにするための特

別な配慮が必要なのである。

また、朝の自由活動は、身支度を済ませてから、全員の子どもが登園しクラスのメンバーがそ



ろうまで行 っているという園がほとんどである(日 本保育学会、1979)。 子 どもの主体性が尊重

される自由活動の時間ではあるが、上記のような家から園への移行に伴 う不安定 さを持つ時間で

あることも踏まえて、保育者がどのようなねらいや意図をもって子どもへの配慮や環境構成を行 っ

ているかは、そのあとに続 く園での一 日の充実度に大 きくかかわってくると考えられる。

② 従来の研究

登園における保育者の配慮 に関連する従来の研究は、「登園後の子どもの行動に関するもの」

と 「不登園傾向の子 どもに関するもの」の二つに大別される。

山田 ・服部(2005)は 、主体的な遊びを重視 している園の中でも登園時の環境の設え方の異な

る3つ の園で観察を行い、子 どもが登園後に主体的に遊びを見つけ活動に入るまでには、 ごっこ

遊びやブロック遊びなどそれぞれの活動内で共通 した行動様式が見 られる一方、その園の環境構

成によって、身支度後の遊びへの移行や、遊びへの集中の度合いが異なることを明らかにした。

登園がスムーズにいかないケースについて、加藤(2000)は 、教育センター相談員 として保育

者以外の立場で不登園を主訴 とする子 どもに関わり、動作法を通 して子どもの行動が改善すると

ともに母親の子 どもの見方が変化 していった実践例を報告 している。また、平本(2000)は 就園

前の子どもの保護者 と在園児の子どもの保護者に対 して 「不登園の原因の所在」「対策の責任」

「不登園の容認の是非」「わが子が不登園になったらどうするか」についてアンケー ト調査を行い、

実際に不登園に直面 した保護者はそうでない保護者よりも原因や責任を園や子どもに求める傾向

があることを明らかにしている。

これらの研究では、登園後の子どもたちの行動の実態については観察 ・分析がなされているが、

登園を迎えるまでの保育者のねらいや意図がどのようなものであったかというところは明らかに

なっていない。また、園ごとの環境構成の違いによる子どもたちの登園後の行動の異同について

の言及はあるが、保育者の考え方やねらい、子どもへの配慮にも関わってくると考えられる園方

針や登園方法など外的な要因についても明らかになっていない。

(3)本 研究の目的

以上のことから、子 どものスムーズな登園と園生活への移行を可能にするために、園の方針や

システムなどの枠組みの中で、保育者がどのよう意図をもって、どのような配慮配慮を行 ってい

るかを明らかにすることを目的とする。

2.研 究方法

(1)デ ータ収集の方法

本研究では、園の保育方針 とシステム、およびその中で保育を遂行 している保育者がどのよう



に登園時の保育をとらえて、 どのような配慮を行 っているかの様相をとらえるため、データ収集

の方法としてオー トエスノグラフィーによるグループ ・インタビューを行 った。

オー トエスノグラフィーとは、研究者 自身の経験を振 り返 り研究の対象 とする質的研究法であ

り、保育経験のある研究者によっても数々の取 り組みがなされている(児 玉、2011・ 岡田、2005・

佐藤、2011)。 保育研究においてこのオー トエスノグラフィーを用いる意義 として、佐藤は 「短

い期間での振 り返 りでは明らかになりにくい、自己の保育に存在する保育者特有のものの捉え方

や考え方の様相を描 き出すことを可能にする」 と述べている。

また今回は筆者のみの経験を研究の対象とするのではなく、3人 の保育経験者によるグループ ・

イ ンタビューの手法を援用 してデータを収集 した。グループ ・インタビューとは、「ある属性を

共有する少人数(6～12人 程度)の 初対面の人々が、あらかじめ決められた調査計画のもとに選

択 され、依頼されて一堂 に会 し、2時 間程度、 くつろいだ雰囲気の対面的状況で、熟練の司会者

の集団討議技術により、 自由で自発的な発言を行い、調査者がそれらを言語データとして記録 ・

分析する社会調査技法のこと」であり、名称 としてはこのほかに 「フォーカス ・グループ」「グ

ループ ・ディスカッション」とも呼ばれる(保 坂他、2000)。 保坂はグループ ・インタビューを

用いる意義として 「『複数の主観』 によって議論がなされることによって、ひとりだけの観察者

が陥りやすい独善性を排除できる」「主観 の集合 としての 『間主観性』が保証 され、データの妥

当性 ・信頼性 ・客観性が企画設計 ・収集 ・分析の各ステップで保障されることにつながる」 と述

べている。本研究では人数や初対面でないという点でグループ ・インタビューの手法そのままで

はないが、オー トエスノグラフィーの手法では客観性に疑問が残 りやすいという指摘(牛 田、

2004)に 留意するとともに、多様な視点を取 り込んだ上で過去の実践を振 り返 り自己の保育を語

りなおすために、 グループ ・インタビュー行 った。

調査対象者それぞれの概要は表1の とおりである。

表1調 査対象者の概要

上 記 の3名 に、 事 前 に 「登 園 時 に特 に配 慮 して い た こ と」 を巡 って の エ ピソ ー ドを2つ ず つ書

い て も らい、 そ れ を読 み合 って そ の 時 の状 況 や子 ど もの様 子 、 自身 の気 持 ち と、 今 振 り返 って ど

う感 じ るか に つ い て、2012年7月31日 に約45分 間 の グ ル ー プ ・イ ンタ ビュ ー を行 った。ICレ コー

ダー を 用 いて す べ て録 音 し、 文 字 に書 き起 こ した 言 語 デ ー タ(総 数439セ グ メ ン ト)の う ち、 調

査対 象 者 らに よ る登 園 時 の配 慮 に 関 して の発 言19セ グ メ ン トを抜 き 出 し分 析 対 象 と した。



　 ② 　分 析 の方 法

　 本 研 究 で は 、 デ ー タ の 分 析 ・理 論 生 成 の 方 法 と してSCATを 採 用 し た。　SCAT(Steps　 for

Cording　 and　 Theorization)は 、 大 谷(2007、2011)が 開 発 した 質 的 研 究 の言 語 デ ー タ分 析 の

ため の 手 法 で あ る。 そ の手 順 は、 「マ トリク ス の 中 に セ グ メ ン ト化 した デ ー タを記 述 し、 そ の そ

れ ぞ れ に、<1>デ ー タの 中 の着 目す べ き語 句 、<2>そ れ を言 い換 え る ため の デ ー タ外 の語 句 、

<3>そ れ を説 明 す るた め の 語 句 、<4>そ こか ら浮 き上 が る テ ー マ、 構 成 概 念 の 順 に コ ー ドを

考 え て 付 して い く4ス テ ップ の コー デ ィ ング と、<4>の テ ー マ、 構 成 概 念 を紡 い で ス トー リー

ライ ンを記 述 し、 そ こか ら理 論 を記 述 す る手 続 き」 か らな って い る。 この分 析 手 法 は、 比 較 的小

規 模 の質 的 デ ー タの分 析 に も有 効 で あ る とい う特 徴 を持 つ。 本 研 究 で対 象 とす る デ ー タは、 時 間

に して約45分 の グル ー プ ・イ ン タ ビ ュー を文 字 化 した もの で あ り、 比 較 的小 規 模 な デ ー タ で あ る

た め、SCATが 適 して い る と判 断 した 。

3.結 果 と 考 察

　 (1)エ ピソ ー ド、 会 話 デ ー タ お よ び分 析 結 果

　 事 前 に書 い て持 ち寄 り、 グル ー プ ・イ ン タ ビ ュー の題 材 と した 「登 園 時 に特 に配 慮 して い た こ

と」 の エ ピ ソー ドは以 下 の よ うな もの で あ った。 そ れ ぞ れ2エ ピソ ー ドず つ計6エ ピソ ー ドあ っ

た が、 当 日 グル ー プ ・イ ン タ ビ ュー で主 に取 り上 げ た もの を以 下 に示 す。

　エピソー ド:年 長 クラス　 2月 生まれの男児0

　おっとりとしていて、 自分から目標に向かってどんどん取 り組んでいくタイプではなく、

友だちとののんびりした時間の過 ごし方を好む。母親自身は、仲のいい母親同士の仲間の子

どもと遊ばせたいようだが、その子 らは勝敗や人より早いことなどに価値を置 く利発なタイ

プの子 どもが多いため、母親同士が遊ぶ約束をした時など、少 し浮いてしまったり遊びにつ

いていけなかったりして、母 としては 「どうして他の子 とこんなに差があるのだろう」 と悩

んでいた。本人は、その友だちも好 きだが、園ではもっと遊びの好みの似た男児 と、ブロッ

クや、ぬいぐるみをしゃべらせ合 ったりするようなゆったりした遊びを楽 しんでいた。

　 11月になると、年少 ・年中での経験から 「もうすぐ作品展だね!」 と子どもたちのほうが

意識 し始め、 クラス全体が作ることに対 して意識的になる。昨年 までのところで、「年長に

なったらこれを作 って飾 りたい!」 などと憧れているものがそれぞれにあり、担任に助言を

仰いだりしつつ、 コツコツ作 る子が多 くなる中で、0は あまり身が入 らない様子。

　その頃、朝の遊びは折 り紙、お絵かき、紙粘土、空 き箱の制作、縫い物(マ スコットや袋

物)、 毛糸の手芸(マ フラーや帽子を編む、ボンボンのマスコットづ くり)、木工(板 に迷路

を書 き、 くぎを打 ってビー玉迷路づ くり)、木片工作(ボ ンドで貼る)な どを用意 していた



が、 子 ど もの リクエ ス トに よ って他 の遊 び をす る こ と も可 能 で あ り、 そ れ は子 ど もに も分 か っ

て い る。 登 園 して ロ ッカ ー に 荷物 を 置 い た ら、 自分 で好 きな遊 び を選 ん で45分 ほ ど取 り組 む

こ とに な って い た。

0と 一 番 仲 の い いTは 作 る こ とが好 きで 、 絵 を描 い た り くぎ を打 った りす る こ と に取 り組

ん で い た 。0も 同 じこ と に取 り組 む の だ が、 作 りた い イ メ ー ジが 自分 の中 に あ る わ け で は な

い の で、 結 局 は お し ゃべ りで 時 間 が過 ぎた り、 少 し難 しい とそ こで躓 い て しま った りす る。

そ の 頃 、Tや 同 じよ うに お っ と り と したSと 家 で遊 ん だ と き に、 「チ ョコ」 と い うキ ャ ラク

ター を子 ど もた ち の 中 で思 い付 き、 そ の架 空 の キ ャ ラク ター で盛 り上 が った との こ と。 そ れ

を 翌 日Sが 木 片 に 目鼻 を描 い て 作 り、Oも ま ね て 作 る。 も と も と人 形 や ぬ い ぐ るみ で 遊 ぶ こ

と は好 きな仲 間 な の で、 担 任 の ほ うか ら、 「チ ョコ のお う ち」 「チ ョ コの ま ち」 とい うイ メ ー

ジを提 案 した と ころ、幾 つ もチ ョ コを作 り、 色 を 塗 った り、木 片 を 組 み合 わせ た塔 や 家 にチ ョ

コを 置 い て、 「こ こ は○ ○ の部 屋 」 と見 立 て て 遊 ん だ り し始 め た。

そ の後 しば ら くチ ョコの見 立 て 遊 びを工 作 に もつ な げて、 継 続 して 取 り組 む こ とが で き た。

チ ョコが可 愛 い と女 児 を 中心 に ク ラス の ほ か の子 ど もた ち に も評 判 に な り、 真 似 して作 る子

もい て、 そ れ も嬉 しか った よ うだ。

0は 、 入 室 して す ぐ他 の こと(友 達 との お し ゃべ りな ど)に 気 を取 られ 、 身 支 度 と遊 び始

め が ス ム ー ズ に い か な い こ とが多 か った の で、 チ ョ コ作 りの テ ー ブル は入 って す ぐ目 に つ く

と ころ に 固定 し、 毎 日そ こで チ ョコ作 りが で きる、 とイ メ ー ジで きる よ うに した の も良 か っ

た。

そ の 時 の思 い:

優 しい心 の子 ど もで、 そ れ が ク ラス の 中 で も認 め られ て い る が、 人 任 せ の面 が あ り自分 で

考 え な い、 自 ら行 動 に移 さな い と ころ もあ った の で、 担 任 と して は そ この部 分 が変 わ って い

くとい い な と考 え て い た。

母 親 は0に 対 して 、 か な り本 来 の性 質 とは違 う方 面 を期 待 して お り、 周 りの子 ど も と も比

べ て しま う気 持 ち もあ って 苦 しん で い るよ うだ った。Oも そ の 期 待 を うす うす 感 じて お り、

自分 との ギ ャ ップ に 困 って い た。 作 品展 とい う結 果 が は っき り と 目に見 え る行 事 で、 他 の子

との 差 を 見 た くな い と い う思 いか ら、 母 親 は家 で か な りOに 発破 をか けて い る よ うで、 そ れ

も0の プ レ ッ シ ャー とな って い た。

0は 慎 重 で 、 ど うな るか道 筋 の見 え な い こ とに は手 を 出 さ な い様 子 も感 じて い た ので 、0

一 人 で何 か に取 り組 む よ う勧 め るよ り も
、 友 だ ち と一 緒 に や って み よ う、 と誘 う方 針 で援 助

を した。 は じめ は 「友 達 と一 緒 だ か らや る」 の で も、 や って い く中 で遊 び そ の もの に興 味 を

持 って くれ れ ば、 と願 って い た。

今 振 り返 って み て:



友だちと一緒に、先の見通 しが本人にもある程度つくもので、 という方向性はよかったと

思 う。また入室後気が散 りがちなのも、 コーナーの固定で改善できた。木片に目鼻を描き、

色を塗るという簡単な作 り方ながら、町や家に発展でき、本人の好みの遊び方もできる 「チョ

コ」 という遊びは0に とても合 っていたと思 う。

このように朝のスター トを、仲のいい友達 と交流 しながら切ることができ、本人がなんと

な く抱 きがちな劣等感をあまり感 じなくすることにもつながったように思 う。

これ を も とに した グル ー プ ・イ ン タ ビ ュー の会 話 デ ー タの 中 で、 本 研 究 の テ ー マ で あ る登 園 時

の 配 慮 につ い て言 及 され て い る19セ グ メ ン トを対 象 と して、SCATの4ス テ ップ で の コ ー デ ィ ン

グを 行 った もの が表2で あ る。

表2登 園 時 の保 育 者 の配 慮 に 関 す る グ ル ー プ ・イ ンタ ビ ュー デ ー タ の分 析 表
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発話内容 繍 麗 占中の輸 書鍵 中の劣 騨 購 悪雲 轍 概念
す けど、 来てす ぐって それ ち着 かない

はそれで落ち着かないん じゃ

ない?て 言 うのが あ って、

だか らす ごく。

18だ か ら本 当 に、部 屋 に何 か 興 味のある ものは 環 境構 成 の配慮/室 内遊 びへ の興味 環 境構 成 の配慮/

興 味 の持 て る ものを用意 し 目線 の ところに置 室 内に目を向けさ 関心 の抑制 外遊 びへ の誘導

てお く、 で はな くて、興 味 かない せな い/外 遊 び へ

のあ る もの は目線 の ところ の誘導

に置か ない よ うに して いた

んですよ。

19私 は、早 く出 したい気持 ち 早 く出 したい気持 室 内 よ り外/室 内 外遊 びへの誘導 ルーチ ン行程 の簡

が強 いか ら、 シール もす ぐ ちが 強 い/す ぐ貼 の行動 を短 く 素 化/外 遊 びへ の

貼 れ るよ うに、切 った り、 れ るよ うに 誘導

箱 も二個用意 した り。

こ こか ら、 表3の よ うに ス トー リー ライ ン、 理 論 記 述 を作 成 した。 下 線 部 は分 析 の結 果 現 れ た

概 念 名 で あ る。

表3ス トー リー ライ ン、 理 論 記 述

ストーリーライン 登 園時 は、園 によって システムに起 因す る違い により、主 に外遊 びへの誘導 を行 う園 もあ

(現時 点で言え るが、 保育者 はスムーズな登 園を充 実 した園生活 の要件 とし、 園方 針や シス テムによる時

ること)間 的条件 の中で、登園 時の配慮 を行 っている。

A園 では、 場の変化 による不安定 な時間で ある一方 で、 集中 に適 した時間であ るとい う朝

の捉 え方を背景 に、室 内遊 びによ るス ムーズな一 日のス ター トを重視 す る。場 の変化 によ

る不安 定 さは、担任 による子 ど もの把握 をベ ースと した子 ど も理解 に基 づ く環境構成、視

覚誘 因によ る環境構成 など、環境構 成の配慮 によって緩和 を目指 す。 また遊 びこむ状態へ

の移行 のた めに、 目的意識 によ る切 り替えがで きるよう、遊 びに対 す る継続的 な目的意識

の保持 につ なが る配慮 を行 い、遊 びへの期待感 による登園 への意欲 を喚起す る。徒歩通園

によ る園児 の集 ま りやす さが これ らの実践を支え る。 また身支度 な どのル ーチ ン行程 の簡

素化 も有効 であ る。

理 論 記 述 ・保 育者 は、充実 した園生活 のために、 ス ムーズな登園が でき るよ う、 さまざまな配慮 を

行 ってい る。
・保 育者 は朝の時間 を 「場 の変化 によ る不安定な時間」 である とともに 「集中 に適 した時

間」 だ ととらえている。
・ 「遊 びたい」 とい う継続 的な目的意識 の保持 によ り、登 園の意欲 を引き出す。

・朝 の不安定 さ緩和 のために、個 々の子 どもを把握 し、それぞれに適 した環境構成 を行 う。

・集 中に適 した時 間だという朝 の特性 を生かすため、子 どもが登 園時の不安定 な状態 か ら、

目的意 識を持 って気持 ちを切 り替 え、遊 びに入 り込 めるよ うな配慮 を重視す る。

②A園 の 「登 園 時 に お け る保 育 者 の配 慮 」 の構 造

以 上 の 分 析 か ら、A園 に お け る保 育 者 の登 園 時 の配 慮 の 背 景 とな る価 値 観 、 ね らい、 諸 条 件 、

配 慮 を構 成 す る要 素 を抽 出 す る こ とが で きた。 そ の全 体 の構 造 は以 下 の よ うに述 べ られ る。

A園 で 保 育 の大 き なね らい とな って い るの が充 実 した 園 生 活 を 送 る こ とで あ る。 そ の た め に、

保 育 の 中 で、 そ の 時 々 に応 じた配 慮 や援 助 が お こな わ れ て い る。 そ の うち の一 つ が、 登 園 時 に お
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ける配慮である。登園時の配慮を重視する理由として、「朝 は集中に適 した時間である」という

園の価値観があり、集中に適 した時間である朝に自分のやりたい室内遊びを選択 して遊びこむこ

とによって、充実感や自信につなげて行 こうとする園の方針がある。 しかし一方で登園時は、家

と園という異なる構造を持つ社会集団間の移行の時間でもあり、場の変化による不安定さを伴う。

保育者 は、遊びこむ状態への移行のため目的意識による切 り替えができるよう、視覚誘因による

環境構成を行 う。またこの不安定 さは園での遊びへの目的意識や期待感を持てない時に強 く表れ

やすい。そのため、保育者は遊びへの継続的な目的意識の保持につながるような言葉がけや環境

構成などを行 う。 このような朝の不安定さを減 じ、かつ集中力を生かすための配慮の数々は、基

本的に常にクラス単位で活動することにより、担任が常時子どもの状態を把握 し子ども理解に努

めることができる園のシステムにより保障されている。また個々の子どもへの細やかな配慮を要

するこのような日課 は、A園 が徒歩通園で、子どもたちが9時 に全員集まることによって実行 し

やす くなっている。

次に、上記の全体構造を構成する要素について詳述する。

① 「場の変化による不安定な時間」「集中に適 した時間」という朝の捉え方

「1.は じめに」でも述べたように、登園時の子どもは不安定さを抱えていることがある。家

から園へと自分のいる場が変化 し、その変化に対応するのに時間がかかる子どももいれば、さら

に強い不安から登園を嫌がる子 どももいる。

しかし同時に、朝は集中に適 した時間だという考え方 もある。例えば、兵庫県西宮市にある聖

和大学付属幼稚園は1891年 の開園当初はフレーベル主義の保育でスター トしたが、アメ リカの進

歩主義(日 常の経験 と興味に基づ く経験主義的教育)の 影響を受けた理論と実践を現在 も継承 し、

午前9時 から午前10時 までの時間帯 は子どもの脳が覚醒 されて くる時間 ととらえ、知的発達を促

すための 「自由作業」(1970頃 より 「自由活動」 と改称)を 現在 もプログラムに組み込んでいる

(島田他、2005)。

A園 で も聖和幼稚園 と同様に、知的発達を促すための自由活動を行い一日の日課の中でも重視

している。具体的には工作、描画、手芸、木工、粘土など作る遊びを中心にとして、作る遊びに

入 り込めない子 どものためにままごとやブロックなども取 り入れている。

グループ ・インタビューにおいては、 この二つの捉え方はどの園の保育者にも共通 していた。 し

か し、登園の形態によっては担任が不在の時間ができて しまうことなどか ら、「不安定な時間」

としての朝に対する配慮の方が優先される傾向が見て取れた。一方でA園 では 「集中に適 した時

間」 という点を重視するため、矛盾 した朝の特徴を調和的に解消するために、②、③で述べるよ

うな配慮が保育者に求められている。



②担任による子 ども理解、子 ども理解に基づく環境構成、視覚誘因による環境構成

幼稚園指導要領(文 部科学省、2008)に 「教師は、幼児の主体的な活動が確保されるよう幼児

一人一人の行動の理解 と予想に基づき、計画的に環境を構成 しなければならない」 とあるように、

環境構成をはじめとした保育者の配慮には、 日ごろの子ども理解が不可欠である。 日ごろの子ど

もの様子から、今興味関心を持 っていること、育ちつつあるところ、つまずいているところなど

を見極め そこから予想 した姿をもとに、環境構成をする必要がある。登園時、自分なりにやりた

い遊びを心に決めてくる子 どももいれば、そうではない子どももいる。そのことを踏まえ、入室

から身支度までの動線にその子どもが興味を持ちそうなものを設定 してお くなど、環境構成によっ

て遊びこむ状態への移行がスムーズになる。予測に基づいた環境構成をしておいても子どもの遊

びが予想 していたものと違 うこともありうるため、子どもの様子を見ながら適宜再構成を行 う。

こうした子 ども理解→予想→計画→環境構成→再構成の一連の流れが有効に機能するためには

保育者が子 どもをよく見 ることが大切である。子どもと場所 ・時間を共有 して活動する中で、子

どもの取 り組む様子をよく見て、子 ども理解 とより的確な予想を行 うことができる。

例えばA園 では、主にクラス単位で行動 し、園庭、遊戯室など保育室以外で活動する際 も、担

任 とともに移動する。 これにより、保育者は一 日の園生活の流れの中で子どもの様子を見ること

が容易になり、次の保育を計画する際にも、担任 もその場に立ち会 っていることを前提 とした計

画を立てることができ、子 どもの活動の実態に合わせた環境の再構成 もしやすい。

③継続 した目的意識の保持、遊びへの期待感

登園時の不安定 さを減ずるための手立てとしては、不安定さを持 って登園して来た子どもに対

して興味関心を持てるような環境構成を行 っておくことにより、気持ちを切 り替えてスムーズに

遊びこむ状態へ移行できるようにするという方向性の配慮 も行 うが、それ以前に、不安定さのな

い状態で登園できるよう、前 日から遊びへの期待感を高めておくという手立ても重視される。翌

日の目的意識につながるような配慮を行 うことで、子どもは登園 してすぐに遊びこむ状態へと移

行 しやすくなる。そのためにも、作 りかけた作品を帰 り際にクラスの全員の前で紹介 したり、ま

た初めて導入する遊びの場合 も前 日に遊び方や作 り方を見せたりすることにより、子どもの目的

意識がその日ごとの単発的なものではなく、継続的なものとなる。

これらは、実際に保育を行っていた時には意識化されていなかったが、オー トエスノグラフィー

とグループ ・インタビューによる振 り返 りと言語化により顕在化 され、SCATの 手法により理論

化されたものだと言えよう。

4.ま と め

幼稚園教育要領(文 部科学省、2008)に おいて、子どもの生活における発達のために必要なご



ととして、「幼児は安定 した情緒の下で自己を十分に発揮することにより発達 に必要な体験を得

てい くものであることを考慮 して、幼児の主体的な活動を促 し、幼児期にふさわしい生活が展開

されるようにすること」 と述べられているように、子どもが園生活において十分に自己を発揮 し

周 りの人やものをはじめとする様々な環境に自発的にかかわって発達するためには、子どもが精

神的に安定 していること、主体的な活動が喚起されるような環境であることが要諦である。不安

定になりがちな登園時にできるだけスムーズに情緒的な安定を取 り戻 し、自分で選んだ遊びを遊

びこむことは、その日一 日の園生活を充実 したものにする第一歩 となる。

本研究では、そのために必要な保育者の配慮をグループ ・インタビューより明らかにすること

を目指 した。その結果A園 の実践についての振 り返 りから、①保育者は 「場の変化による不安定

な時間」「集中に適 した時間」 という朝の捉え方をしていること、②子 ども理解に基づ く環境構

成が大切であり、それらは常に担任が子どもの様子を把握 しやすい園のシステムによって裏打ち

されていること、③登園時の不安定 さを緩和するために、継続 した目的意識の保持による遊びへ

の期待を持てるような配慮を行 うことの3点 が浮かび上がった。

このように、登園時の配慮を工夫することで登園し身支度を終えてすぐに集中力を要する室内

遊びを展開する実践 もある一方で、岡野(2009)は 「クラスの多 くの子どもたちが活動に対 して

主体的に取 り組んで楽 しむようになる時刻は午前10時 ごろであった。(中 略)内 的時間が充実 し

て くるためには多少の外的時間の経過を必要 とすることが示唆される。その意味において、多 く

の幼稚園 ・保育園が、課題活動を設定する場合にはこのころ(午 前10時 ごろ)か ら始めることは

理にかなっているといえるだろう」 と、登園後すぐに遊びこむことの難 しい様子を観察結果から

述べている。A園 の実践か ら浮かび上がった、朝の集中 した活動を可能にする配慮の要素がどの

ような園においても一般化が可能なのか、今後の検討を要する課題 といえよう。

さらに、本研究ではオー トエスノグラフィーによるグループ ・インタビューでの言語データを

主な分析対象 としたため、遊びこむ状態が実際どのようなものなのか、保育者は保育を行 う際、

遊びこむ状態 としてどのような子どもの姿を想定 し環境構成を行っていたのかという、今回グルー

プ ・インタビューに現れなかった要素にあいまいさが残る。 これも今後の課題 としたい。
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